るが よい」 

「ほんと にょい 犬で ございます、 見たところ はずい ぶ 

おとな リ こ-つ 

ん 強そう でございますが、 温和し い 犬で、 それで 怜悧 

な こと、 一度し かられた こと は 決して 二度と は 致し ま 

せん、 まるで 人間の 言葉 を 聞き分け 人間の 心 持まで わ 

かるよう でございます」 

「そうか」 

「それです から、 近所で もみん な 可愛が リ まして、 

御 膳の 残り やお 肴 の 余りな どをこの 犬に やつ ており 

ますし、 犬 もこ こ を 宿と して 居つ いてます から、 こう 

してお きます ので、 もし 飼主で も 出ましたら 返して や 



りたい と 思 いますので) J ざいます が」 

「これこれ、 お前の 名 は クロ か、 ムク か、 こっちへ 来 

い」 

てんがい ご 

竜 之 助 は 天蓋 越しに 犬の 姿 をよ く 見て いると、 犬 も 

また 竜 之 助の 方 を じ つ と 見て います。 

竜 之 助が この 店 を 立つ と、 犬が それにつ いて 来ます。 

わたしば 

渡 場まで 来ても 犬 は 去りません。 竜 之 助 もまた 追お 

うと もしません。 竜 之 助が 船に 乗る と、 犬 も それにつ 

いて 船に 乗ろうと して 船頭 どもの 怒りに 触れました。 

「こん 畜生、 あっちへ 行け」 



て 来ます。 

犬が 竜 之 助 を 慕う のか、 竜 之 助が 犬 を 愛する のか、 

たしょう よし 

桑 名の 城下、 他生の縁で 犬と 人と に 好みが 出来ました。 

この 二つが どこまで 行って、 どこで 別れる ことで ある 

やら。 

ききょ.？ や 

「桔梗 屋で) J ざいます、 桔梗 屋喜七 は 手前 共で ござ い 

ます」 

やどひき 

宿 引の 声。 それに は 用がない。 竜 之 助 は 神宮の 方へ 

は 行かないで、 浜の 鳥居から 右に 寝覚の 里。 

あだびと 

花もう つろ ふ 仇 人の 

うはき 

浮気 も 恋と いはしろ の 



リ ま ^9 

それから 浜 松へ 来る まで は 別条が ありませんでした。 

浜 松へ 入って、 ふと 気がつく と、 いつのまにか ムク 

犬が いないの です。 竜 之 助 は 名 を 呼んで みました が、 

姿 を 見せません。 立って 暫 らく 待って いたが、 どこか 

ら 来る 様子 も 見えません。 

すべ 

さすがに 物淋しくて なりませんで したが、 尋 ぬる 術 

もありません から、 一人で 浜 松の 城下へ 入りました。 

浜 松 は 井上 河内 守 六 万 石の 城下。 

「おい、 虚無僧」 



代りに、 こっちに もちつ とお 借り 申したい ものが ある 

お 聞 入れ 下さるまい か」 

「煙草の 火で も 欲しい のか」 

「あの 竹刀 を 一 本お 借り 申したい」 

「竹刀 を？ それ は势な 望み、 虚無僧が 竹刀 を 持って 

I？ をす る」 

「お前の 頭 を 打って みたい」 

ああい けない、 こんな こと を 言い出さねば よかった 

ここで 堪忍した ところが 竜 之 助の 器量が 下る わけで も 

あるまい、 また この 人々 相手に 腕立て をして みたと こ 

ろで、 その 器量が 上る わけで も あるまい に。 さりと て 



と 打ち 蒐る。 

鳥居の 台石へ 腰 を かけた 竜 之 助、 化 を 横にして、 や 

ぢリし わき 

や 折 敷きの 形に すると、 鳥居 側 を 流れて 石畳の 上への 

めって 起き 上れなかった 男。 

につく ふるまい 

r 憎 き 振舞」 

一座の 連中の なかには 老巧の 人 もいた けれど、 こつ 

おちど しうち 

ちに も 落度が あると はいう ものの 竜 之 助の 仕 打が あま 

リに 面憎く 思える から、 血気の 連中の 立ち かかる の を 

敢て 止めな か つたから、 勢 込ん でバ ラバ ラと竜 之 助に 

飛び 蒐る。 

鳥居の 台石から ット 立った 竜 之 助 は、 いま 後ろへ 流 



にあって、 そうして この 浜 松の 城下 はお 絹の 故郷で あ 

リ ました。 

伊勢参りから 帰り、 お 絹 は そのお 墓参り をして ここ 

に 逗留 する こと も 久しくな りました。 

「危ない、 女の 身で、 引 込んで いさつし やれ」 

「そんな こと をお つし やらないで、 お待ち 下さい まし」 

お 絹 は 竜 之 助と 浜 松 藩の 武士の 間へ 身 を 以て 入り込 

ん でしまい ました。 

つま 

「さきほどから 拝見 致して ぉリ ますれば、 ほんに 詰ら 

な い 行きが かり、 殿方が 命の やりとり をな さる ほどの 

ことで も ござんす ま い 、 女の 身で 出過ぎた ことで > J ざ 



「別段に 急ぎ もせぬ が」 

「それで は、 こちらに 御 逗留なさい ませ、 わたし も 江 

戸へ 帰ろう か、 それとも こちらで 暮 そうかと 考えて い 

ると ころで) J ざいます」 

「急ぐ 旅で もない が …… 」 

「そうなさい まし …… 江戸から 来て みると、 どうも 淋 

しい こと、 御覧の 通り。 ここ は 浜 松 も 城下 を 西北に 外 

れ ておりまして、 わけて この 近所 はお 寺が 多い もので 

すから、 夜な ど は 墓場の 中に いるよう な もので、 自分 

ながら、 たとえ 三日で も、 よくこん なと ころに 辛抱が 

できる ようにな つた かと 感心して いるので ございます ■ 



「夢で も ごらんに なった のです か、 お 冷水で も あがつ 

て、 気 をお 鎮めなさい まし」 

ま< らもと みずさし 

枕許に あった 水 指から、 湯 呑に 水をさし てお 絹が 

ふる 

竜 之 助の 手に 渡しました。 顫えた 手で 竜 之 助 は その 湯 

呑 を 受取ろう として 取 落す。 

「おやおや、 水 を こぼして」 

お 絹 は 困って、 片手で 何 か 拭く もの を 探そうと しま 

した。 竜 之 助 は、 また その 湯 呑 を 取り直そう としまし 

た。 その 二人の 手が 重なり合った 時に、 ハツと して そ 

れを引 込ませました。 

「気が 落着いたら、 ゆっくりお 休みなさい、 まだお か 



うら じゅくしち ベえ かみ かた 

机 竜 之 助が 東海道 を 下る 時、 裏 宿 七兵衛 はまた 上方 

する が さ つ たと うげ 

へ 行く と 見えて、 駿 河の 国薩埵 峠の 麓の 倉 沢と いう 

たてば さざえ 

立場の 茶屋で 休んで いました。 ここの 名物 は 栄螺の 

つぼやき 

壺焼。 

「お婆さん、 栄螺の 壺焼を 一 つくん な」 

あま 

蟹が 捕りた ての 壺焼 〔# ママ〕 を 焼かせて、 それ をう 

まそう に 食べ ている と、 

「御免よ、 婆さん、 壺焼を 一 つくん な」 

七 兵衛と 向い合いに 腰 を かけた 人。 銀 ごしら えの 

わきざし ぶっこ はしょ 

脇差 を 打 込んだ 具合、 笠の 紐の 結び 様から 着物の 端折 

り あんばい、 これ もなかな か 旅慣れた 人らしいが、 入つ 



て 来る と 笠の 中から 七 兵 衛をジ ロリと 見ました。 

「婆さん、 いくら だね」 

七 兵 衛は壺 焼の 代 を 払おうと します。 

「六十 文いた だきます」 

「ここ へ 置く よ」 

ぜ て ま， う 

七 兵 衛は百 文ば かりの 銭 を抛リ 出して 出る と、 

「婆さん、 いくら だえ」 

あ. -こヽ 

銀 ごしら えの 脇差 も 同じように 壺 焼の 価 を 聞く。 

「四十 文で よろし ゆう ございます」 

「ここ へ 置く よ」 

同じく 百 文ば かりの 金 を 投げ出し てこの 男が 出た の 



その 男 もまた、 負けない 気で 足に 馬力 を かけました _ 

二人 は、 ついに 雁行して 歩き 出して しまいました。 

七兵衛 は、 妙な 奴 だと 思う から 別に 言葉 も かけず、 

そうかと 言 つ てこうな ると 抜かれる のも癩 だから、 ず 

ん ずん 歩いて 行く と、 その 男 もまた 口 を 結んで 七兵衛 

と 押 並ぶ ようにして 歩いて 行く。 

はて、 今まで 旅 をした が、 こんな 奴に 会った ことが 

ない、 別に 怖い こと も 気味の 悪い こと もない が、 足の 

早い のが 癩だ、 そうして、 自分に 足で 戦い を 挑む よう 

な 仕打ちが いよいよ 癩だ。 

しかし、 いよいよ 峠 を 下り 切る まで この 男 は、 七 兵 



召し 上 つてお いでなさい まし」 

「お前さん は 身延へ 行く とお 言いな すった が …… 」 

「ええ、 身延 へお 参詣 をす まして その 帰り路 なんで ご 

ざ います」 

じょ-つ だん 

「 冗談 じ やねえ」 

「へへ、 それ は 冗談で ございます、 身延へ 行く つもり 

でした けれども、 途中で また 気が 変った もので ござい 

ますから」 

わし 

「そうだろう、 それで は 俺 も ひとつ、 とろろ 汁 をいた 

だきましょう」 

身延へ 切れた の は噓、 やっぱり この 変な 男 も 上への 



ぼって 行く もので ありました。 それにしても 早い、 自 

分が ちょっと 清水 港で 用 を 足して いる 間に、 本街道 を 

早く も かけ 抜いて、 ここでと ろろ 汁 を 食って いるの だ 

から、 七兵衛 もなん だか 一 杯 食わされ たような 気持が 

する ので ありました。 

な だ い う つの やとうげ 

「これから 名代の 宇都 谷 峠へ かかる ので ございま すか 

わらじ は 

ら 、 草鞋 でも 穿き 換えよう じ や あ) J ざいません か」 

「そうしましょう かな」 

二人 はとろ ろ 汁 を 食べて、 草鞋 を 穿き 換えて、 いざ、 

と f J の 茶店 を 出立し ました。 

「ずいぶんお 達者な 足で ございますな」 



「なるほど」 

「な あに、 手間が 取れたら、 徒で やっつけ るんで すな、 

雲助が 追つ かけたら 逃げる 分の ことで」 

旅に は 慣れき つたよう な 男であります。 七兵衛 は、 

こい つ 人 を 呑んで かか つてい ると 思った から、 

「時に、 お前さん は 何 御 商売です ね」 

「ヽ ヽヽヽ I 

- ノノ ノノ」 

銀 ごしら えの 男 は、 ヮ ザと らしい 高笑い をして、 

「まず、 お前さんと 同 商売 かね」 

「なに、 俺と 同 商売？」 

「ハ ハハ ハハ、 まあ 急ぎましょう」 



ハハハ と 笑って 口 を あいて 見せた 歯 並が、 ばかに 細 

とし と K 

かくて 白い。 歳 は、 そうさ、 七兵衛 よりも 十 歳 も 若い 

か、 笠 を 取って 見たら、 もっとず つと 若い かも 知れな 

ヽ o 

レ 

いよいよ 変な 奴と 七 兵衛は 思いました。 

まりこ ほんじ ゆく に けんや たてば 

こうして 二人 は、 鞠 子の 本 宿 から 二 軒 家、 立場へ は 

う つの やとうげ 

休まずに 宇都 谷 峠の 上りに かかりました。 

「旦那、 ここらで 一 ぷ くやって 参りましょう かね」 

銀 ごしら えの 脇差が 腰 を かけた の は 名代の 猫 石、 木 

ぶりの 面白い 松が あたりに 七 八本。 



「広い ようで 狭い というの が この 土地 だが、 それでも 

町の 長さ は 二十 八丁あって、 家 数 は 三千から ある。 さ 

あ、 ここらで 泊る とやら かそう」 

お お 一 J め, P 

てんま 町へ 来て 大 米屋 一 郎 右衛門と ある 宿屋へ 着く。 

牛に 曳 かれて 浜 松まで 来た 七 兵衛。 さて 数えて みれ 

ば、 薩埵 峠の 前 を 別にして、 あれから でも 約 三十 里の 

道。 

湯から 上った 七 兵衛、 

「がんりきさん、 天 竜 寺の 一件 はどうしたい」 

腰 を 落着け て 飲んで いたがん りき、 



士 がいて、 紙 張の 外に は 女物の 葛籠と いう ことになる 

と、 この 判じ物が むずかしい」 

「第一 、 わざわざ 紙 張 を 吊らせて 寝る という ことから 

ねざま 

がおかし いけれ ど、 あの 寝様 を 見る がいい、 ああして 

壁 へ も 障子 へ も 寄らず 真中 へ 寝た ところが 心得の ある 

証拠 だ、 ただもの では 無え」 

「どう だ 一 番、 あの 紙 張の 中と、 葛籠の 中、 鬼が 出る 

か 蛇が 出る か、 俺と お前の 初のお 目 見得に はいい 腕 比 

まえげ い 

ベ だ、 天 竜 寺の 前芸に ひとっこな してみ ようじ やねえ 

ゝ I 

力」 

「そい つもよ かろう」 



I そり や 乙 だ。 してみ り や あ、 前の 駕籠へ 乗った 奴の 

当り も つ いたろうな」 

「そり や、 やっぱり わからね えが」 

「なんしろ 近 ごろ 好い 鳥が かかった、 おおかた 今夜 は 

掛 川泊リ だろう。 兄貴、 仕度 は 出来た かい」 

二人 は、 もうす つかり 旅の 用意が 出来た 上に 朝食 ま 

で 済んで いるので した。 



「やい、 跛 足が 来た、 あれ 見ろ、 跛 足の チビが 来 やが つ 

た」 

ふるわら じ ほう 

古 草鞋 を 投げたり、 石 を 抛ったり して、 

「こっち を 向いて 睨み やが つた、 おい、 あの 面 を 見ろ 

あ りや子 供 じ やねえん だぜ」 

なるほど、 i 心戯 をし かけた 悪太郎 どもの 方 を 睨みつ 

けた 旅の 子供の 面 を 見れば、 決して 子供で はあり ませ 

ん でした。 

「かわいそうに、 あの 子供 は 跛 足 だね」 とせつ かく 同 

情 を 寄せた 町のお かみさん たちまで が、 笠の 下から そ 

あき 

の 面 を 見た 時には 呆れて しま つ て、 



「おやおや、 あれ は 子供じゃなかった んで すね」 

と 言いました。 

笠 を 被 〔# 「被」 は 底本で は 「破 匕 つたなり で 見れば 

子供に 違いない けれど、 笠の 下から その 面 を 見れば、 

子供で はない のです。 

「なんだか 河童み たような、 気味の 悪い」 

これ は 子供で もな し、 また 河童で もな し、 宇治山 田 

よねと も 

の 米 友で ありました。 

通る ところの 人々 から 同情され たリ 侮蔑され たりし 

ながら、 米 友 は 伊勢の 国から、 ともかくも ここまで、 

その 一本 足で 歩いて 来た ものであります。 一本の 足が 



とお 

なって、 あまり 高い 音声で はない が、 よく 透る声で、 

き よ うが い はだし こじき 

「さいぜん も 申す 通り、 我等が 境界 は 跣 足 乞食と 同 

じ 身分 じ や。 それに また こんなに 紫の 幕 を 張って、 御 

朱印つ きで 旅 を するとい うの は 我等の 心で はない、 お 

役人が そうして くれる から、 そうして いる 分の ことよ _ 

決して 我々 を、 上人 だの 名僧 だのと いって 有難が つて 

はいけ ぬ。 こうして 旅 をして 歩いて、 どこで バッ タリ 

と 倒れて 死ぬ かわからぬ 身 じ や、 なんの 我等に 貴い と 

ころがありましょう ぞ、 ただただ 念仏 往生の 道 を 守る 

みょうごう 

のみ じ や。 さあさあ、 お望みと あらば これから 名号 

を 授けて 上げる。 それじゃ というて、 これ だけの 人数 



「お前 は 少しお 待ち」 

がんじょう 

いま 上人の 前に 出た 五十ぐ らいの 頑丈な 男、 その 

たやす 

男に は 上人が 容易く 名号 を 渡す こと をし ませんで した _ 

「お前 は、 もと 船 乗 をして いたろうな」 

「はい、 左様で ございます」 

頑丈な 男 は 額へ 手 を 当てて お辞儀 をし ました。 集 

まった 人 は 何事 かと 思いました。 

「その 船 乗 をして いた 時に、 難船に 逢って 死んだ 者が 

ある、 その 金 をお 前 は 取って 遣った ろうな」 

「へへ へ、 へえ」 

五十男 はし どろ もどろ になり ました。 



わけ じ やなし、 それでち やあんと 掌 を 指す ように 言 

い 当てて おしまい なさる、 あれが 仏 眼と いう もので ご 

じんずうりき 

ざいます な。 ああなる と 神通力 を 得て おいでな さる か 

うわ. ヽ 

ら、 とても 外面 だけ を 飾って 出た ところで 仕方が ぁリ 

ません な」 

「そうです とも、 ああい うと ころへ は 馬鹿 は 馬鹿な リ 

に、 悪人 は 悪人な りに、 正の まま 持って行 つてお 目に 

かける より ほか は 仕方が ござん せんな」 

「どうです、 おた がいが まあ、 ああ 言って 人の 前で ス 

たち ま 

パ スパ すっぱぬ きを やろう ものなら 忽 ち 大事が 持ち 

上って しまい ますな、 白粉 を 薄く つけようと 厚く つけ 



寄って たかつ て 米 友 を 縁の下から 引 張り出し たので 

あります。 

別に 悪い こと をした わけで もない からと 思って 米 友 

は、 別に 抵抗 もせずに 引き出されて 来たので ありまし 

た。 明るい 所へ 出して 見る と、 

「おやおや」 

とつつ か あき がお 

取 捉まえた 連中 も 少し 呆れ 面です。 いま 追い かけた 

の は、 もっと 身の こなしが 人間ら しい 男で あつたが、 

これ は 子供、 子供の ように 見える 大人、 大人の ように 

見える 子供。 

フ J り や 違う」 



日 や 今日の 話 じ や あ) /ざいません、 浜 松の 大 米屋 以来 

のこと で。 私の 方 は 初手からの 他人 だが、 七 兵 衛の方 

はお 前 様に お近づきが ある、 その上もう 一 人の 盲目の 

剣術の 先生、 あれが 大変な もので、 七 兵衛は あの 先生 

を 尋ねる ために この 東海道 は 幾度 歩いた か 知れね えと 

言 うんで。 そういう わけで ございます から、 道中 こつ 

うま 

ちの 方に はちゃん と 仕組みが 出来て いたんで。 巧く 

企んで、 あの 先生 を こ つちの ものにして しまう、 細工 

リ ゅぅリ ゆう いけど 

は隆 々、今日と いう 今日は、 きれいに 生 捕って しまつ 

て、 さいぜん 駕籠に お乗りな すった まま そっくりお 連 

れ 申して、 そこで 今頃 は 三 保の 松原へ 連れて行かれて、 



おおみな と 

伊勢の 国 大湊 から 出た 若 山 丸 は 無事に 伊勢の 海 を 

はし 

出て、 東海の 航路 を駛 つて 行った ので ありまし たが、 

乗手の 中に ただ 一人、 無事でなかった の はお 玉で あり 

ました。 お 玉 はこの 舟に 乗って から、 芸名のお 玉を改 

めて 本名のお 君に 返りました。 慣れぬ 船の 中で、 船 暈 

に 悩まされ 通しであった のが このお 君で ありました。 

えんし ゆ-つな だ 

伊勢 を 出る 時から 頭が 上らなかった のが、 遠州灘 

へ 来る と、 もう 死人の ようになって しまいました。 こ 

のま ま 船 を 進めれば、 お 君 は 船の 中で 死んで しまうよ 

り ほか はない と 思い、 



に 近い。 東から 遠ざけられて 西へ 行く 自分 は、 やつば 

リ そちらの 方に 縁が あるので は あるまい か。 いっそ そ 

れ では 東へ 行く こと を やめて、 西へ 帰って しまおう か 

しら。 

一時の はかない 心 休めに、 いっそ 故郷へ 帰って しま 

おうかと 思って みたが、 「自分の 身 はお 尋ねに なって 

いる 身であった」 という こと を 考え出して、 

ゥ F" ぎぬ 

「そうそう、 わたし は 盗人と いう 濡 衣が まだ 乾いて い 

ない 身であった、 古市へ 姿 を 見せれば、 直ぐに 緦 目に 

かかる 身であった、 さあ 故郷へ は 帰れない」 

今にな つ て、 そのこと が 急に 思い出されて きました 



すから、 さ すが 荒 つぼい 者 共が お 君の 傍へ 近寄れ ませ 

ん でした。 

朝顔 日記 もどき の 風流な 客人が、 お 君 を 招んで 歌 を 

うたわせる、 お 君 は 以前 備前屋 でした ように、 席へ は 

上らないで、 庭で うたいます。 

「どうか この 犬 も 一 緒に 入れて 下さい まし」 

お 君が 歌 をうた う 傍へ、 ムク 犬が 来て 跪 まる。 こ 

ん なわけ で、 誰 人 も ついにお 君に 指 一本 加える ことが 

できない 上に、 相当の 収入が あって、 お 君 は 旅に 不自 

由す る ことなくして 東へ 下つ て 行く ことができました _ 

日数 いくつか 重ねて 駿府の 町へ 入りました。 お 君 は 



れ はすな わち 七 兵衛。 

ムクの 力と して、 お 君の 抑えた 手 を 振り切る の は 

そうさ 

雑作 は あるまい が、 それでも 抑えられた 手が 主人の 手 

みぶ る 

と 思って か、 身 振い をしつつ 七 兵 衛の龃 けて 行った あ 

と を 睨んで 立 つ て いました。 

「なんでお 前 は、 そんなに 見ず知らずの 人 を 吠える の 

です、 今まで そんな こと はな か つたじゃありません か」 

ムクを 促 して 立とうと すると、 

おお ザ，. p A 

「三 保の 松原で 大暄曄 が ある、 早く 行って 見ろ」 

もの さわ 

街道で 物騒がしい 声。 

暄嘩 暄嘩、 という 人波と 一緒に、 お 君 は ムクに 引か 



お 君の 驚いた の も 道理、 この 人混みの 中で 槍 を 構え 

ている 人 こそ、 わが 無二の 友、 宇治山 田の 来 友で あり 

ました。 もしゃと 思った けれども、 米 友の 面と 姿ば か 

り は 見違えようと 思 つ て も 見違える わけに ゆきません _ 

「友さん ではない か、 友さん」 

お 君 は 人 を搔き 分けて 飛び出しました。 ムク犬 は そ 

れょリ 先に 勢いよ く 来 友の 傍へ 飛んで 行きます。 その 

人が 来 友で あつたれば こそ、 お 君 は 白刃の 中 を 頓着す 

る 余裕が ありませんでした。 武士で さえ 立 入り 兼ねる 

白刃の 中へ。 

「米 友さん、 危ない！」 



の だから、 それ を 頼って お 江戸へ 行く ことにき めて、 

こうして 出て 来たんだ よ」 

「まあ、 それでも、 よかった ねえ、 わたし も あれから 

舟で 東の 方へ 出た のです けれど、 途中で 舟に 酔わされ 

てし ま つ て 」 

お 君 は、 それから 後の 物語 をす る。 米 友 は 眼 を 円く 

したり 面 をし かめたり、 -拳を 握ったり して それ を 聞 

いていた が、 

おい てんとうさま 

「やっぱり 俺ら たちが 悪い こと をし ねえから、 天道様 

が 見通して おいでな さるんだ」 

米 友 は 胸 を 叩いて 喜んだ が、 



「そこの 亭主が ね、 俺ら が 蝶々 を 突き落す と、 それ を 

見て すっかり 感心し ちまつ たんだ、 それで、 お前さん 

に ザ ^ の 槍 を 上げましょうと いうから、 それじゃ 貰 つ て 

行く といって、 こうして 担いで 来たんだ」 

「えらい ねえ 友さん、 お前 は 槍 一 筋で 東海道が 歩け る 

身分に な つ たんだね え」 

「冷 かしち やい けね え。 そうすると、 ここで もって こ 

の 槍が 役に立って、 あの 悪い 侍 をお どかして やった」 

「何 か あのお 方が 悪い こと をした の」 

「悪い ことと 言った つて、 お前、 品の 好い 切 下げ髪の 

ろうぜき 

奥様 を 捉まえて ね、 あの 若い くせに 狼藉 をしょう とい 



一 仕事が あるんで ございます」 

すじ かき 

がんりき は、 自分が 筋 書 を 書いて 役者に 踊らす よう 

な 気取り。 

「がんりき」 

竜 之 助の 声が、 少しば かり ひやり とする。 

「何で) J ざ います」 

「いたずら も 仕様が ある、 へたな こと をす ると 命が な 

ぃぞ」 

「ペペ」 

がんりき は、 これ また 少しば か リ退リ 気味で、 

「そり やもう 承知で ございます」 



れば 大抵 は 人 を 斬って いるので す。 がんりき は、 前よ 

リ もまた 少し 後ず さり 気味で、 

「先生」 

竜 之 助の 横面 を じ つ と 見込んで、 

「どうも、 先生の 形が 気味が 悪く つてい けません な、 

ら i こ 

いっその 長いの が ヒャリ と 飛んで 来て、 わつ しの 身体 

がー 一 つになる ん だか 見当が つきません からな。 どうか 

刀 をお 置きな すって 下さい まし、 そうでなければ 近い 

ところでお 話 をす る ことができません から そのい 

たずら というの はで ございますな、 先生」 

がんりき は、 やや 遠くから 用心 をし いしい、 それで 



い 小 泥棒め、 おれに 張り合って みょうと いうので さえ 

片腹痛い のに、 死んだ 肉 は 食わない というよ うな 一ば 

しの 口吻。 刀の 鯖に する にも 足らない 奴 だが よい 折 柄 

の 端役、 こいつに 女の いきさつ をす つかり 任せて しま 

ま *,- こし 

えば、 女の 絆から 解かれる ことができる。 竜 之 助 は 

こう も 思つ ている らしい。 

がんりき は それと 知る や 知らず や、 

「女と いう もの は、 上手に 栴 える よりも 上手に 捨て 

るの が 本当の 色師 だ、 いい 幸いで お譲り を 受けて、 

もてあま もの そうろう 

持 余し物 をお つつ けられて、 それで 色男で 候 と 

脂 下って いるに は、 がんりき は、 こう 見えても 少し 年 



「村 はずれまで 迎えの 者 を 出して おきました はずで し 

たが」 

「その 人に、 そこまで 連れられて 来ました。 ああ、 飛 

ん でもない 目に 遇つ てし まった」 

お 絹 は炉の 傍に 坐リ かけて この 内の 模様 を 見る と、 

荒れ果てた 古寺。 

「お 寺です ね」 

ごしんぼう 

「こんなと ころで，) ，- ざいます が、 今晩は y J ^ で 御 辛抱 

なすつ て 下さい まし」 

「お 寺と は 知らなかった」 

「こんな わけで ございま すから」 



がんりき は 何かと 言い わけ をす る。 

「ここへ 泊めても らうので すか」 

や ぐ ふとん 

「へえ、 ただいま 夜具 蒲団 を 里まで 借りに やりました 

から」 

「ここへ 三人で …… 」 

あき かおいろ 

お 絹 は、 なんとなく 呆れた ような 面色です。 

「いいえ、 わつ しだけ は 御免 を 蒙って …… ついこの 近 

所に 泊る ところが ございま すから」 

「それで は、 この 方と わたしと 二人で このお 寺の 中へ 

…：- J 

「左様で ございます、 御 災難と は 申しながら、 お 気の 



に 様で は) /ざいません」 

「毒で 殺された？」 

「病気で 亡くなられ たように、 表面 はそう して ありま 

すが 、 毒殺な ので ございます」 

がくぜん 

竜 之 助 は 愕然として 驚く。 

「誰が 殺した、 誰が 島 田 を」 

わざ 

「それ は 誰 だか 存じません が …… あまり 技が 出来過ぎ 

まする と、 自分 は そのつ もりで なくても、 人の 恨みが 

重なります からね」 

「お 絹 どの、 どうして 島 田が そうな つた か、 それ を そ 

なた がどうして 知っている、 よく 話しても らいたい」 



ごきげん ごし ゆ 

「島 田 先生 も、 大 へん 御機嫌が よくて、 常より は 御酒 

も 過ごしな され、 御 料理 もよ くいた だいて、 さて その 

帰りで > ざいます」 

「その 帰りに？」 

「そのお 邸で お 乗物 をと 申された の を、 お断わりな 

すって、 今宵 はなん となく 心 持が 面白い から 歩いて 帰 

ほろ よ いき げん 

ると、 いくらか 微酔 機嫌で もあった ので ございましよ 

とも おかちまち 

う、 伴 を つれずに、 たった 一人で 下 谷の 御徒町の 方へ 

お帰りに なった ので ございま すよ」 

「御徒町の 道場へ な」 

「ちょうど その 日に、 わたしもまた 同じお 邸へ 上った 



て 器量 いっぱい もがき 苦しむ のです から、 そり や 見て 

いても 凄くな ります」 

おとな 

棚 を 走る 鼠と して は 温和し いと 思う と、 外で はこの 

しぐれ 

時分から、 時雨が 古寺の 屋根 を 濡らして いる。 

のきば たまだれ ようら く 

古寺の 軒端から も 玉 I 卞が 落ちて 瓔珞の 音 をた てる。 

外 はしめ やかな 時雨。 柴の 乾きが よいので、 炉 では 焚 

さんご 

火の 色が 珊瑚 を 見る よう。 お 絹 は 飽かずに 語りつ づけ 

る。 

「どうして、 烏が いじめたり、 种 がちよ つかい を 出し 

たりす るく らいの ことで、 こんな ことになる ものです 

か、 これ は 毒 …… 恐ろしい 毒と 思って いるう ちに 金魚 



した。 先生 を 先に 立てて 行けば 夜道 をしても 怖くない 

からと、 ちょうど 帰り道 も 同じ 方へ 行く のです から あ 

と をお 慕い 申して 行った のです ね。 そうして 行く と、 

その 時 わたしの 後から 来て すれ違って 通り抜ける 侍、 

見た ような 人で ありました。 ところ は 聖堂の 森に 近い 

まリ また -. ^だん 

お 濠 端で ございました。 平素から 淋しい ところで ある 

のに、 この頃 は 物取りが あったり 辻斬りが あったり し 

て、 宵のう ちから 人通り はない ような ところ なんです 

ね、 そこ を 島 田 先生が 一 人で、 謡 をうた つて、 我な ま 

じいに 弓馬の 家に 生れ、 世上に 隠れな き 身と て …… 

ちゅうおん とお 

中音 でうた つてお いでな すった が、 よく 徹る 声でした _ 



わたし も 前に あの 先生が おいでな さると 思う から、 一 

人で あんな 淋しい ところ を 湯 島まで 帰る 気にな つたの 

でございます」 

「後ろから 来て すれ違った というの は そり や 何者」 

まぶ か かお 

「それが、 頭巾 を 目深に かぶって いた もの だから 面 は 

> J わき か か 

しかと わかりませんでした けれど、 小 腋に槍 をこう 抱 

えて、 すうつ と、 わたし を 抜いて 行く 後ろ姿に 見覚え 

が ある。 名前 は 申し上げません が大島 流の 槍の 遣い 手 

で、 やはり 旗本のう ちの 一 人なん でございます。 はて、 

ねら 

あの人が 槍 を 抱えて 島 田 先生の あと を覘 つて 行くな と 

思う と、 さきの 毒 一件から、 また わたしの 胸が 噪ぎ出 



せんかと 言って 龃け 出せば よかった のです けれど、 あ 

の 時に、 わたし は 竦んで しまって、 どうしても 飛び出 

す ことができませんで したよ。 そうすると 島 田 先生 は 

その 槍 をこう 杖に ついて、 よろよろ、 よろよろと 濠 端 

道 を よろめき 歩いて、 駕籠 屋 駕籠 屋と 通りかかる 辻駕 

籠 を 呼び留めました」 

「 」 

「そこ で 槍 を 投げ 捨 て て 、 御徒町 へ 行け と 駕籠 屋 へ 言 

いっけた ままで、 垂を 上げて 駕籠の 中へ 身 を 隠して し 

まわれました。 そうして 駕籠が 飛んで 行く の を 見送つ 

た 時に、 よう やっと わたし は 歩け るよう になり ました _ 
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